
　写真（１）【着工前】

設 置 者 名

設 置 場 所

　　　※　施工位置及び全景が把握できること。

　　　※　浄化槽設備士が浄化槽工事業者登録票を持っているところ。

浄化槽設備士施工業者名

（ 例 ）

    柳川市

(柳川市)

工 事 写 真 集

（2019.4～）

注意点
・登録票を持っていること
・施工位置、全景が把握できること

- 1 -



　写真（２）【　土　工　】床付けの完了写真

　　　※　掘削深、床堀の長さ・幅が確認できること。
　　　※　掘削深さと床堀の長さ・幅の検測が、写真１枚で確認できない場合は、
　　　　　２枚に分けること

注意点
・ピン等で、ＧＬからの高さ
を明示すること

・黒板に深さを記入すること
・スケールの端が切れないよ
うに撮影すること

注意点
・労働安全衛生関係法令及
び土止め先行工法に関す
るガイドライン等に従い
山留めを行うかまたは、
適切な法をつけること

注意点
・掘削深さと床堀の長さ・幅の検測が、写真
１枚で確認できない場合は、２枚に分ける
こと

・テープの端が切れないようにすること
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　写真（３－１）【　砕石　・　栗石　基礎工】

　　　※　栗石が確認できること。

　写真（３－２）【　砕石　・　栗石　基礎工】

　　　※　転圧作業中の写真
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　写真（３－３）【　砕石　・　栗石　基礎工】

　　　※　基礎厚１５０㎜が確認できること。

　　　

　　　※　ＰＣ板を使用する場合は、写真１８－１・２を添付する。

注意点
・基礎の中央付近で検測すること
・基礎厚と目盛り、黒板の実測値が
確認できるよう大きく写すこと
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　写真（４－１）【基礎配筋工】ピッチと長さが確認できる写真

　※　シングル筋の場合は、かぶりの実測を黒板に記入

　写真（４－２）【基礎配筋工】かぶりの高さが確認できること。

　　　※　配筋全景、長さと幅が確認できること。

　※　ダブル筋の場合は、かぶり及び上部鉄筋と下部鉄筋の間隔の実測を黒板に記入

　　　※　スペーサーが設置され偏りなく配筋されていることが確認できること

注意点
・ダブル筋の場合は、か
ぶり及び上部鉄筋と下
部鉄筋の間隔の実測を
黒板に記入

注意点
・シングル筋の場合は基礎と鉄
筋の間、ダブル筋の場合は基
礎と鉄筋の間・鉄筋と鉄筋の
間にそれぞれきちんとスペー
サーが設置され偏りなく配筋
されていることが確認できる
こと

注意点

・シングル筋の場合は、か

ぶりの実測を黒板に記入

注意点
・検測はリボンテープを使用し
端が切れないように撮影する
こと
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　写真（５－１）【基礎コンクリート工】コンクリート打設状況

　　　※　鉄筋が確認できること。

　写真（５－２）【基礎コンクリート工】全景写真

　　　※　長さと幅が確認できること。

　　　※　打設中のコンクリート厚を検測し、黒板に記入すること。

注意点
・鉄筋が確認できること
・地下水が残った状態でコンクリ
ートの打設をしないこと

・支柱を設置する場合、基礎コン
クリートの中にボイドが入らな
いように浮かせておくこと

注意点
・検測はリボンテー
プを使用し、端が
切れないよう撮影
にすること

・実測を黒板に記入
すること

注意点
・実測値を記入すること
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　写真（５－３）【コンクリート基礎工】

　　　※　基礎厚100mm（駐車場等荷重がかかる場合は150mm）以上が確認できること。

　

注意点
・検測する対象物と目
盛りを比較できるよ
うに撮影すること

・黒板に実測値を記入
すること
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　写真（６－１）【据　付　工】

　　　※　浄化槽の型式及び据付機械が確認できること。

　写真（６－２）【据　付　工】

　　　※　浄化槽設備士が水張りし、水平を確認していること。

注意点
・浄化槽の型式
及び据付機械
が確認できる
こと
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　写真（６－３）【浮上防止】

　　　※　浮上防止ベルト等の浮上防止策を実施した場合

　写真（６－４）【ポンプ槽の取付け】

　　　※　ポンプ槽を取付けた場合、ポンプ槽内部にポンプ２台の設置が確認
　　　　　できること。

注意点
・施工中に水中ポンプを設置した場合
は、浮上防止ベルト等の浮上防止策
を実施すること

注意点
・ポンプ槽を取付けた場合、
ポンプ槽内部にポンプ２台
の設置が確認できること
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　写真（７－１）【埋　戻　工】

　　　※　水締め、突き固め作業が確認できること。

　写真（７－２）【埋　戻　工】

　　　※　一層の仕上がり厚(300㎜以下)が、上の写真と比較できるようにすること

注意点
・黒板に、基準からの高さ
と何層目の作業状況かを
記入すること

・基準からの高さを明確に
すること

注意点
・一層の仕上がり厚(300㎜以下)が
上の写真（7-1）と比較できるよ
うに撮影すること
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　写真（７－３）【埋　戻　工】

　　　※　埋戻し完了で浄化槽埋設状況が全景的に把握できること。
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　※　シングル筋の場合はかぶりの実測を黒板に記入

　写真（８－１）【スラブ配筋工】ピッチと長さが確認できる写真

　写真（８－２）【スラブ配筋工】かぶりの高さが確認できること。

　※　ダブル筋の場合は、かぶり及び上部鉄筋と下部鉄筋の間隔の実測を黒板に記入

　　　※　配筋全景、長さと幅が確認できること。
　　　※　スペーサーが設置され偏りなく配筋されていることが確認できること
　　　※　支柱がある場合、ボイドの中に埋戻材が残らないようにすること

注意点
・実測値を記入すること

注意点
・長さと幅の実測値を黒板に記入すること

注意点
・シングル筋の場合は基礎と鉄筋の間、ダブル筋の場合は基礎と鉄筋の
間・鉄筋と鉄筋の間にそれぞれきちんとスペーサーが設置され偏りな
く配筋されていることが確認できること

注意点
・支柱がある場合、ボ
イドの中に埋戻材が
残らないようにする
こと（確認のため、
ボイド上部のアップ
写真を写真（15-2）
に添付すること）

注意点
・シングル筋の場合はかぶり下の実測を黒板に記入
・ダブル筋の場合は、かぶり及び上部鉄筋と下部鉄筋の間隔の実測を黒板
に記入
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　写真（９－１）【スラブコンクリート工】コンクリート打設状況

　　　※　鉄筋が確認できること。

　写真（９－２）【スラブコンクリート工】全景写真

　　　※　長さと幅が確認できること。

　　　※　打設中のコンクリート厚を検測し、黒板に記入すること

注意点
・鉄筋が確認で
きること

注意点
・黒板に実測値を
記入すること

注意点
・実測値を記入すること
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　写真（９－３）【スラブコンクリート工】

　　　※　基礎厚100mm（駐車場等荷重がかかる場合は150mm）以上が確認できること。

　

注意点
・スラブ側面とスケールの目
盛、黒板の実測値が比較で
きるように撮影すること
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　写真（１０－１）【嵩上げ状況】

　　　※　嵩上げ高（概ね300ｍｍ以下）が確認できること。

　写真（１０－２）【臭突管】

　　　※　臭突管の設置状況

　　　※300ｍｍを超える場合は、ピット構造とすること。

注意
・嵩上部とスケールの目盛、
黒板の実測値が比較できる
ように撮影すること
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　　　※　検測は、管径の印字部分を確認できる写真でも可

　　　※　埋め戻し前に、配管口径100mm以上が確認できること。

　　　※　桝基礎50mm（砕石又はコンクリート）が確認できること。

　写真（１１－１）【排水設備】管基礎及び桝基礎打設

　写真（１１－２）【排水設備】配管及び桝設置状況

注意点
・桝基礎とスケール及び黒板の
実測値が比較できるように撮
影すること

注意点
・管径と黒板の記入数値
を確認できるように撮
影すること

・検測は、管径の印字部
分を確認できる写真で
も可
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　写真（１１－３）【排水設備】

　　　※　埋め戻し後の配管及び桝設置全景が確認できること。

　　　※　桝設置の全景が、写真１枚で確認できない場合は２枚に分けること

- 17 -



　　　※　浄化槽設置が確認できること。

　写真（１２）【ブロワー設置状況】

　写真（１３）【竣　工】

　　　※　浄化槽設備士が浄化槽工事業者登録票を持っているところ。

　　　※　ブロワー基礎がブロワー本体の外寸より50mm以上大きいこと及び
　　　　　基礎厚100mm以上が確認できること。
　　　※　ブロワー基礎の固定が確認できること。

注意点
・登録票を持っ
ていること

・浄化槽が確認
できること

注意点
・ブロワーの基礎は、地盤面(GL)より100㎜以上高く
すること（地盤面は計画GLより高くなることが多い
ので注意すること）

・ブロワー台の側面とスケールの目盛、黒板の数値が
確認できること

・モルタルなどによる固定が確認できること
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　　　※　スペーサーが確認できること。

　写真（１４－１）【柱　筋】

　　　※　全本数（フープ筋含む）が確認できること。

　写真（１４－２）【柱　筋】

　　　※　フープ筋ピッチが確認できること。

注意点
・全本数が確認で
きること

注意点
・フープ筋ピッチが確認できること
・黒板に実測値を記入すること

注意点
・スペーサーが確認できること
・ボイドの中で柱筋が偏らない程度に
スペーサーを設置すること
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　写真（１４－３）【柱　筋】

　　　※　支柱の定着長さ４０Ｄ（Ｌ＝５２０）以上が確認できること。

注意点
・実測を黒板に記入

注意点
・柱筋と定着筋（Ｌ部
分）を別々に施工す
る場合、それぞれが
結束され、定着長さ
が充分とれているこ
とが確認できるよう
撮影すること

・定着筋は、上部鉄筋

と下部鉄筋の間に設
置すること
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　写真（１５－１）【支　柱】

　　　※　基礎コンクリートに対して垂直に設置されていることが確認できること。

　　　※　十分な締固めが確認できること。

注意点
・水平器を使用する場合は、できるだ
け気泡が見えるように撮影すること

・気泡がわかりにくい場合は、気泡部
分のアップ写真を下に添付すること

注意点
・締固めの確認位置は、中央
よりやや下の部分で確認す
ること
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　写真（１５－２）【支柱】

　　　※　ボイド内に埋戻材等が無いことを確認すること

ボイド内の確認

注意点
・ボイド内に埋戻材
等が無いことを確

認すること
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　　※方向②（放流先側）からの写真　　　※道路側溝に貫通させた場合

　　※方向①（敷地側）からの写真　　　※道路側溝に貫通させた場合

　写真（１６－２）【放流先】放流管の設置状況（放流先）・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合、敷地内の排水溝へ放流する場合は、最終放流先
　　　　が確認できる写真など

　写真（１６－１）【放流先】放流管の設置状況・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合は接続した部分
　　※　敷地内の排水溝等への放流部分　　　　　　　　　　など

注意点
・側溝底盤からの高さ検測と兼ねないこと
・補修状況が確認できること
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　　※方向①（敷地側）からの写真　　　※水路護岸に貫通させた場合

　　※方向②（放流先側）からの写真　　　※水路護岸に貫通させた場合

　写真（１６－２）【放流先】放流管の設置状況（放流先）・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合、敷地内の排水溝へ放流する場合は、最終放流先
　　　　が確認できる写真など

　写真（１６－１）【放流先】放流管の設置状況・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合は接続した部分
　　※　敷地内の排水溝等への放流部分　　　　　　　　　　など

注意点（杭柵工のＲＣ板に穴を開けた場合）
・板の補強のため、杭と杭の間全面を補修すること
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　　※方向①（敷地側）からの写真　　　※既設の桝と接続した場合

　　※方向②（放流先側）からの写真　　　※既設の桝と接続した場合

　写真（１６－２）【放流先】放流管の設置状況（放流先）・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合、敷地内の排水溝へ放流する場合は、最終放流先
　　　　が確認できる写真など

　写真（１６－１）【放流先】放流管の設置状況・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合は接続した部分
　　※　敷地内の排水溝等への放流部分　　　　　　　　　　など

注意点
・最終放流先が確認
できること

・側溝放流の場合は、
できるだけ蓋をは
ずして撮影をする
こと

注意点
・黒板には「放流先」または「接続部分」と記入すること
・既設の管・桝との接続部分がわかるように撮影すること
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　写真（１６－１）【放流先】放流管の設置状況・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合は接続した部分
　　※　敷地内の排水溝等への放流部分　　　　　　　　　　など

　　※方向①（敷地側）からの写真　　※敷地内の排水溝に放流する場合

　写真（１６－２）【放流先】放流管の設置状況（放流先）・補修状況
　　※　放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　※　既設の管・桝と接続した場合、敷地内の排水溝へ放流する場合は、最終放流先
　　　　が確認できる写真など

※方向②（放流先側）からの写真　　※敷地内の排水溝に放流する場合

注意点
・最終放流先が確認
できること

・側溝放流の場合は、
できるだけ蓋をは
ずして撮影をする
こと

注意点
・黒板には「放流先」と記入すること
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　写真（１６－１）【放流先】放流管の設置状況・補修状況
　　　　※放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　　　※既設の管・桝と接続した場合は接続した部分
　　　　※敷地内の排水溝等への放流部分　　　　　　　　　　など

　　　　※方向①（敷地側）からの写真　　　※護岸・側溝の補修工事不要の場合

　写真（１６－２）【放流先】放流管の設置状況（放流先）・補修状況
　　　　※放流管を水路護岸等に貫通させた場合は護岸等の補修状況が確認できる写真
　　　　※既設の管・桝と接続した場合は、最終放流先が確認できる写真
　　　　※敷地内の排水溝等へ放流する場合は、最終放流先が確認できる写真など

　　　　※方向②（放流先側）からの写真　　※護岸・側溝の補修工事不要の場合

注意点
・最終放流先が確認
できること

・側溝放流の場合は、
できるだけ蓋をは
ずして撮影をする
こと

注意点
・放流管の設置状況が確認できること
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　写真（１７）【側溝放流】逆流防止

　　　※　側溝への接続部分の高さが確認できる写真

　　　　　

注意点
・放流管底の位置をピン等でお
さえ、側溝底盤から放流管底
までの高さが確認できること

・実測（高さ）を黒板に記入す
ること
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　写真（１８－1）【ＰＣ板設置工】ＰＣ板の確認写真

　写真（１８－２）【ＰＣ版設置工】ＰＣ板設置時の写真

　　　※　工事用黒板が写っていること
　　　※　ＰＣ板を吊り込む以前に、地上に置いた状態でメーカー名・ＰＣ板の寸法
　　　　　が確認できること

　　　※　工事用黒板が写っていること
　　　※　ＰＣ板を所定の位置に吊り込みが完了した状態で撮影すること
　　　※　水平器等でＰＣ板の水平設置が確認できること

注意点
・砕石だけで水平が取りづ
らい場合は、砕石上面に
空練りモルタルを敷いて
微調整してよい

- 29 -



　写真（１９－１）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　　　項目：既存設備撤去前（外観）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（外観））」を必ず入れてください。

　写真（１９－２）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　    項目：撤去作業中（堀上げ中）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（掘削中））」を必ず入れてください。
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　写真（１９－３）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　　　項目：既存設備撤去後（残存物ないことの確認）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（撤去後））」を必ず入れてください。

　写真（１９－４）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　　　項目：撤去作業終了（整地後）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（整地後））」を必ず入れてください。
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　写真（１９－１）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　　　項目：既存設備撤去前（外観）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（外観））」を必ず入れてください。

　写真（１９－２）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　    項目：撤去作業中（堀上げ中）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（掘削中））」を必ず入れてください。
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　写真（１９－３）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　　　項目：既存設備撤去後（残存物ないことの確認）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（撤去後））」を必ず入れてください。

　写真（１９－４）【既存設備の撤去状況】

　　　既存設備の種類　：　単独処理浄化槽　　　汲取り便槽

　　　項目：撤去作業終了（整地後）
　　　※「黒板（〇〇邸　既存設備撤去工事（整地後））」を必ず入れてください。
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　　　項目：

　写真（２０－１）【その他】

　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　写真（２０－２）【その他】

　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　　　項目：
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　写真（２０－３）【その他】

　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　　　項目：

　写真（２０－４）【その他】

　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　　　項目：
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－工事写真集の注意事項－

◎ 放流管を水路護岸または道路側溝等に貫通させる工事を行う場合
は、貫通後の補修状況の確認のため、写真(1６－１・２)【放流
先】が必要となります。
下図のようにモルタル等による確実な補修状況の確認できる写真
を添付して下さい。
なお、水路放流において、対岸側からの撮影が困難な場合は、敷
地側からの写真でも可としますが、「補修状況」「放流口」等が
わかるように撮影してください。

※側溝放流の場合

※水路放流の場合

対岸側（方向②）からの撮影が困難な場合は、敷地側からの写真でも可と
しますが、「補修状況」「放流口」等がわかるように撮影してください。

◎ 工事関係者のヘルメット未着用写真は受け付けません。

◎ 検測を伴う写真には、必ず実測値を黒板に記載、掲示して下さ
い。

◎ リボンテープやスケールの端、黒板が見切れないように、写真撮
影をして下さい。
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